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 １ よくあてはまる 
 ２ あてはまる 
 ３ ときどきあてはまる 
 ４ あまりあてはまらない 















































































































①よくあてはまる ②あてはまる ③ときどきあてはまる ④あまりあてはまらない ⑤あてはまらない 
１．教員と学生のコンタクトを促す ① ② ③ ④ ⑤
1 将来の進路について学生にアドバイスをする          
2 学生が研究室に遊びにくる          
3 自分の考え方や過去の経験を学生に話す          
4 学生が主催する行事・勉強会などに参加する          
5 顧問や相談員として学生の課外活動に積極的に関わる          
6 授業開始後２週間までに担当授業の学生の顔と名前を覚える          
7 自分と異なる人種・文化背景の学生の支援に努力する          
8 学生とは先輩・非公式のアドバイザとして接する          
9 学生を自分の専門領域における学会などに連れて行く          
10 学生が問題に直面した際は、解決へ向けた手助けをする          
２．学生間で協力する機会を増やす ① ② ③ ④ ⑤
1 学生に自分の興味や過去の経験をお互いに話すよう求める          
2 授業の予習や試験勉強をクラスメイトと一緒に行うよう促す          
3 学生が共同プロジェクトを行うように働きかける          
4 課題をお互いに評価し合う活動を取り入れる          
5 難しい概念をお互いに説明し合う活動を取り入れる          




         
8 授業の受講者でグループを作る          








３．能動的に学習させる手法を使う ① ② ③ ④ ⑤




         
3 授業に関連する学外のイベントや活動に関わるよう求める          




         
6 具体的で実社会・実生活に結びつく調査・議論・課題を設定する          
7 シミュレーション、ロールプレイ、実験を行う          




         
10 学生を研究プロジェクトに参加させる          
４．素早いフィードバックを与える ① ② ③ ④ ⑤
1 小テスト・宿題を課す          
2 学生が自分で答えを合わせられる宿題・問題を用意する          
3 テスト・レポートを１週間以内に返却する          
4 学期の初めのうちは課題の評価・コメントを詳細かつ丁寧に行う          
5 学生に課題の進捗状況を報告させる          
6 試験やレポートは良い点・悪い点をコメントして返却する          
7 学期の初めに事前テストを行う          
8 学生に課題の進捗状況を記録させる          
9 学期の終了後に最終試験の成果について面談をする          
10 欠席した学生に電話・掲示など連絡をする          
５．学習に要する時間の大切さを強調する ① ② ③ ④ ⑤
1 課題にはすぐに取り組むように促す          
2 授業の予習に必要な時間を示す          
3 難しい内容には理解のために必要な学習時間を示す          
4 学生には高い到達目標を立てることをすすめる          




         




         
9 学習習慣や学習計画の面でうまくいかない学生に会って相談にのる          
10 授業を欠席した場合は、自習などで追いつくことを求める          
６．学生に高い期待を伝える ① ② ③ ④ ⑤
1 学生に一生懸命勉強してほしいと言う          
2 授業で良い成績を取ることの重要性を強調する          
3 学期の開始時に学生に期待することを述べたりシラバスに書く          
4 学生が意欲的な目標の設定を支援できるよう支援する          
5 期限までに課題を提出できなかった場合の処置を説明する          
6 意欲的な学生向けに発展的内容の文献・課題を用意する          
7 学生にたくさん書くことをすすめる          
8 優れた成果をあげた学生は授業でほめる          
9 授業内容を常に改訂する          










７．多様な才能と学習方法を尊重する ① ② ③ ④ ⑤
1 授業が理解できないときはきちんと言うようにすすめる          
2 虚偽の発言、嫌み、冗談、他の学生の妨害行為をやめさせる          
3 多様な学生にあわせて多様な学習活動を用意する          
4 学生の過去の経験にあわせて適切な文献や学習活動を選ぶ          
5 予備知識などが足りない学生用に補習教材・問題を用意する          
6 女性やマイノリティに関する新しい動向を授業に取り入れる          
7 自主的な学習をしたい学生向けの課題・テーマを用意しておく          
8 自ら学習目標を立てる活動、コンピュータを活用した学習をとりいれる          


















①よくあてはまる ②あてはまる ③ときどきあてはまる ④あまりあてはまらない ⑤あてはまらない 
１．教員と学生のコンタクト ① ② ③ ④ ⑤
1 一人以上の教員と授業以外の場面で接する機会をつくろうとする          
2 自分の課題・答案・作品について教員にコメントをお願いする          
3 教員の説明・意見に納得ができない時は質問をする          
4 教員と授業の内容に関する話を授業時間外にする          
5 他の担当科目、専門領域など、教員のことを知る努力をする          
6 教員が関わっている研究会などの催しに参加する          
7 履修した授業についての感想・コメントを教員に伝える          
２．学生間で協力する機会 ① ② ③ ④ ⑤
1 クラスメイトと友達になるように努めている          
2 授業中に他の学生と一緒に勉強する          
3 友達とグループを作って課題に取り組んだり勉強する          




         




         
３．能動的な学習手法 ① ② ③ ④ ⑤
1 授業に関してわからないことがある時ははっきりとその旨を言う          
2 授業についていく上で必要なことを教員に質問する          
3 授業の内容と課外での活動を結びつけて考えるようにしている          
4 授業の中で過去の体験や日常の経験が活かせる場面を常に探している          
5 授業に向けて入念な準備をする          
6 授業に関連する文献や研究プロジェクトを探す          














         
2 わからないことがあればできるだけ早く教員にコメントをもらいにいく          




         
5 クラスメイトからのコメントを尊重し、取り入れ方を慎重に検討する          
6 勉強したことを振り返れるように記録をつけておく          
7 授業で学んだことについて教員と議論をする機会をつくる          
５．学習に要する時間の大切さ ① ② ③ ④ ⑤
1 課題はすぐに取りかかり、正確に行う          
2 課題を提出する前には見直し・推敲を行う          
3 授業でプレゼンテーションをする前には練習をする          
4 履修中の全ての授業について計画通りに勉強する          
5 授業には休まず、遅刻せず出席する          
6 授業についていけるかどうか不安な時は教員に相談する          
7 自分の苦手な内容を意識して、その克服に努める          
６．高い期待 ① ② ③ ④ ⑤
1 授業を受ける際に自分の目標を設定する          




         
4 自分の目標達成に向けて発展的な学習課題を進んでやる          
5 単に成績のために学習しないように気をつけている          




         
７．多様な才能と学習方法の尊重 ① ② ③ ④ ⑤
1 他の学生を困らせる行為をしないよう努めている          
2 教員の授業スタイルにあわせて学習方法を変える          
3 自分の興味や得意な勉強方法を他の学生に話す          
4 学習歴や学力水準の異なる他の学生に敬意を持っていることを示す          




         

























  ①よくあてはまる ②あてはまる ③ときどきあてはまる ④あまりあてはまらない ⑤あてはまらない 
１．学習環境 ① ② ③ ④ ⑤
1 学生と教員が授業時間外に面会の機会を持てる          
2 学部や全学の委員会に学生の代表が出席する          
3 学内の研究者の優れた研究成果について学生が知っている          
4 マイノリティの教員・職員・学生を受け入れる          
5 執行部が組織運営に対する学生や教員の貢献度を知っている          
6 大学の出版物は学生・教員・職員の多様な活動を反映している          
7 教員が学生の高い成果を引き出せるよう事務組織が支援する          
8 学長や執行部に教員や学生がコンタクトできる仕組みがある          
9 教員と事務組織が快適なキャンパスづくりに努力する          
10 事務長、学部長、学科長が協力関係を作る          
11 教職員が一生懸命働いていることを学生が知っている          
２．授業実践 ① ② ③ ④ ⑤




         
3 男性職員と女性職員の所得の差を公表する          
4 大学が卒業生の進路・キャリアを把握している          
5 学生が開講授業を評価し、改善を提案できる機会がある          
6 不可の成績の上限数を大学が決めている          
7 成績評価の明確な基準を教員が持っている          
8 大学は必要に応じて会議で検討中の内容を学生に伝えている          
9 非常勤講師が授業以外の活動に参加している          
10 大学が学生の成長を評価している          
11 スポーツ選手も他の学生と同等の学習を期待されている          
３．カリキュラム ① ② ③ ④ ⑤
1 実践的な実務経験、研修の機会を与える科目がある          
2 教員が教養課程の内容を検討し改訂する          
3 教員が専門課程の内容を検討し改訂する          
4 コンピュータを活用した学習など、主体的に学習できる機会がある          
5 新入生が参加する特別プログラムがある          
6 学生がインターンシップや就業体験できる機会がある          
7 教員と学生が卒業までに身につける知識・スキル・態度を共有している          
8 学生が自ら専攻を決められる          
9 学生が学際的な専攻に進むことができる          




         
４．教員 ① ② ③ ④ ⑤
1 学生が会えるよう平日は教員がキャンパスにいる          
2 成績評価は明確な基準に基づいて行う          
3 教員が新たな教授法を試したり支援を受ける時間的余裕がある          




         
6 教員は学問的な指導を真剣に行っている          
7 定期昇給が教育成果と関連している          
8 教員が学生課の職員と協力して働いている          
9 大学が、教員の労働時間が合法的な範囲におさまるよう指導をする          
10 教員が長期計画、予算、人事など重要な意思決定に参加する          






５．学生支援サービス ① ② ③ ④ ⑤
1 学生の様々な相談にカウンセリングサービスが対応する          
2 学生が論文・レポートの執筆指導を受けられるサービスを提供する          
3 学生向けのタイムマネジメントセミナーを行う          








         
7 学生が財政的援助に関して専門家から支援を受けられる          
8 教育目標が学生の行動目標で表現されている          
9 学生が在学中は同一のアドバイザーから指導を受けられる          
10 大学が学生の多様性に対応できるよう教員・職員・学生に研修を行う          
11 奨学金は期限までに申し込んだ学生には授業開始時に支給されている          
６．施設 ① ② ③ ④ ⑤
1 教室の机・椅子が可動式である          
2 学生と教員が面会できるラウンジなどが整備されている          
3 静かで集中できる学習スペースがある          
4 娯楽施設や運動施設が夜間、週末も開いている          




         
7 大学のコンピュータを利用できる          
8 学生、教員、職員が必要な数だけ備えた駐車場がある          
9 日中・夜間に使用できる公共交通機関がある          
10 学期中は図書館が週末・夜間も利用可能である          
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